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「友だち追加」から「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！

714

@dzc0159s

JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！

新規登録受付中

JR西労組

　

3年ぶりに冬の京都の風物詩が
帰ってきた！！

3年ぶりに冬の京都の風物詩が
帰ってきた！！

2023春闘勝利へ向け
　　　熱き闘いを繰り広げよう！！
2023春闘勝利へ向け

　　　熱き闘いを繰り広げよう！！

2023年2月25日（土）10：30～2023年2月25日（土）10：30～

第26回
JR京都駅ビル大階段
駈け上がり大会

第26回
JR京都駅ビル大階段
駈け上がり大会

JR京都駅ビル4階室町小路広場JR京都駅ビル4階室町小路広場

上昇気竜上昇気竜
1分33秒031分33秒03第20回

2017年
第20回
2017年

第21回
2018年
第21回
2018年

第22回
2019年
第22回
2019年

第23回
2020年
第23回
2020年
第24回
2021年
第24回
2021年

堀尾 泰寛堀尾 泰寛
20秒0020秒00 21秒8321秒83

団体の部団体の部 個人総合の部個人総合の部

小塚 美弥小塚 美弥
27秒0027秒00

個人女性の部個人女性の部

渋川　操渋川　操

個人45歳以上の部個人45歳以上の部

ラバンエールラバンエール
1分29秒391分29秒39

佐々木竜一佐々木竜一
20秒2420秒24 21秒6421秒64

和田 麻希和田 麻希
24秒8224秒82

諸見里 武諸見里 武

20192019
1分31秒791分31秒79

佐々木竜一佐々木竜一
20秒0220秒02 21秒9021秒90

和田 麻希和田 麻希
23秒7423秒74

渋川　操渋川　操

20202020
1分33秒231分33秒23

佐々木竜一佐々木竜一

中 止中 止

中 止中 止

20秒3320秒33 23秒0423秒04
和田 麻希和田 麻希
24秒4524秒45

渋川　操渋川　操

第25回
2022年
第25回
2022年

●主催/KBS 京都　●共催/ 西日本旅客鉃道労働組合

近年の
大会記録
近年の
大会記録

氏 名 所属地本・総支部

第20１期オルガナイザー養成コース受講生

守山元太郎
林　   亮太
山口　康浩
松野　祐樹
杭谷　稔将
吉田　勝哉

金沢地本
京都地本
大阪地本
神戸地本
岡山地本
米子地本

氏 名 所属地本・総支部

宮﨑　貴文
田村　優太
今井　智弘
米廣多加志
大西　広紀

広島地本
福岡地本
西バス地本
中バス地本
総支部

川 柳  第23回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ コロナ禍も　労働運動　足止めず ］　江上 祐太さん （大阪地本・京橋車掌区分会）

講
義
を
行
う
梶
原
議
員

子
供
達
も
一
緒
に
意
見
交
換
会
に
参
加

リーダーとしての重要性を学んだ受講生

　

研
修
で
は
ま
ず
、
J
R
西
労

組
の
綱
領
や
労
使
共
同
宣
言
な

ど
に
つい
て
、記
者
会
見
方
式

で
答
え
る
と
い
う「
信
念
強
化
訓

練
」を
行
っ
た
。受
講
生
は
、
事

務
局
か
ら
の
鋭
い
質
問
に
対
し
、

困
り
な
が
ら
も
、こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
経
験
や
知
識
を
用
い
て

答
え
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
一

方
、答
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
自
身

の
知
識
量
を
自
覚
す
る
こ
と
に

も
な
っ
た
。

　

次
に
、労
働
運
動
の
歴
史
に
つ

い
て
、労
働
組
合
が
発
足
し
た
経

緯
を
学
び
、そ
の
後
、白
壁
副
委

員
長
よ
り
、「
西
労
組
の
労
働
運

動
」と
題
し
、国
鉄
改
革
を
経
て

Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
発
足
し
た
経
緯

や
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
状
況

に
つい
て
講
義
を
受
け
た
。

　

そ
し
て
、川
端
総
務・財
政・政

策
部
長
よ
り
、Ｊ
Ｒ
連
合・西
労

組
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
、『
Ｊ
Ｒ

連
合
政
策
提
言
』を
用
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
後
、西
労
組
出
身
の

梶
原
英
樹
京
都
府
議
会
議
員
を

招
き
、議
員
を
目
指
し
た
理
由
や

現
在
の
取
り
組
み
につい
て
報
告
を

受
け
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、米

子
地
本
が
行
っ
て
い
る
利
用
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
各
地
の
取
り

組
み
紹
介
、政
策
課
題
に
つ
い
て

の
質
疑
、バ
ス
業
界
の
課
題
報
告

な
ど
が
さ
れ
、時
間
が
足
り
な
く

な
る
ほ
ど
有
意
義
な
意
見
交
換

と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
、真
冬
の
琵
琶
湖
の

ほ
と
り
で
、軽
い
運
動
を
行
う
朝

の
集
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
り
づ
ら
い
状
況
で
、ど
の
よ
う

に
し
て
合
意
形
成
を
行
う
の
か
、

世
話
役
活
動
の
重
要
性
に
つ
い

て
、実
践
形
式
で
学
ん
だ
。

　

最
後
に
、上
村
委
員
長
か
ら
、

西
労
組
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構

え
に
つ
い
て
の
特
別
講
義
を
受

け
、会
社
の
現
状
や
組
合
に
求
め

ら
れ
て
い
る
事
、西
労
組
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
正
し
い
知
識
や
認
識

を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
が
伝
え

ら
れ
た
。

　

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修
の
第

２
回
研
修
は
、2
0
2
3
年
５
月

12
日
〜
13
日
に
、友
愛
の
丘
に
て

開
催
予
定
で
あ
る
。受
講
生
11

名
に
対
し
て
は
、今
研
修
で
得
た

知
識
を
活
か
し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
の
発
展・強
化
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、次
回
研
修
に
は
、成

長
し
た
姿
で
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

中
央
本
部
は
、2
0
2
2
年

12
月
21
日（
水
）、ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ

オ
大
阪
に
お
い
て
、第
16
回
女
性

役
員
意
見
交
換
を
開
催
し
、各
地

本・総
支
部
や
本
部
の
部
会
で
活

躍
す
る
女
性
役
員
な
ど
総
勢
15

名
が
出
席
し
た
。ま
た
、今
回
の

意
見
交
換
会
で
は
、初
め
て
中
バ

ス
地
本
か
ら
、分
会
書
記
長
を
務

め
る
女
性
役
員
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
、上
村
委
員
長
が
、2
0

2
2
年
度
の
労
働
協
約
交
渉
に

お
い
て
、女
性
活
躍
に
関
す
る
多

く
の
改
善
を
行
な
え
た
こ
と
、ま

た
、現
在
の
ご
利
用
状
況
や
会
社

の
情
勢
を
踏
ま
え
た
冬
季
賞
与

の
結
果
や
、2
0
2
3
春
闘
に
つ

い
て
の
考
え
な
ど
に
つ
い
て
、挨
拶

を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、J
R
西
労
組
の
女
性

活
躍
に
関
す
る
取
り
組
み

や
、新
た
に
策
定
し
た
第

４
次
男
女
平
等
参
画
推
進

行
動
目
標
に
つ
い
て
説
明

な
ど
を
行
い
、
今
年
度
開

催
予
定
の「
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
」の
内
容

等
に
つい
て
話
し
合
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
対

面
開
催
だ
と
医
療
系
統
の

組
合
員
が
参
加
し
に
く

い
」、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

に
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
が
取
れ
な
い
」、「
年

代
関
係
な
く
興
味
を
持
て
る
女

性
の
健
康
問
題
に
つい
て
の
講
話

を
聞
き
た
い
」等
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　

ま
た
、そ
の
他
に
も
、「
ま
だ
ま

だ
少
な
い
女
性
Ｌ
Ｍ
層
の
意
見
交

換
を
し
て
は
ど
う
か
」「
地
本
で

も
女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
」な
ど

の
積
極
的
な
発
言
も
あ
り
、活
発

な
意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。

　

女
性
役
員
意
見
交
換
会
は
、コ

ロ
ナ
禍
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

し
て
い
た
た
め
、今
回
は
２
年
10

か
月
ぶ
り
の
対
面
開
催
で
あ
り
、

改
め
て
直
接
顔
を
見
な
が
ら
話

を
す
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

J
R
西
労
組
は
、
今
後
も
女

性
役
員
の
意
見
交
換
を
行
う
場

を
設
け
る
と
と
も
に
、役
員
の
輪

を
広
げ
、女
性
活
躍
推
進
に
向

け
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

１
月
11
日（
水
）、北
梅
田
研

修
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
、

「
第
２
回
安
全
対
策
委
員
会
」を

開
催
し
、中
央
本
部
な
ら
び
に
各

地
本・総
支
部
の
書
記
長
や
安
全

担
当
、本
部
部
会
な
ど
、33
名
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し
て
、

羽
野
書
記
長
は
、４
月
か
ら
始
ま

る
次
期
安
全
計
画
に
つい
て
、系
統

を
超
え
た
安
全
性
の
確
保
の
大

切
さ
や
、西
バ
ス
地
本
が
提
唱
し

て
い
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動（
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
を
バ
カ
に
せ
ず
ち
ゃ
ん
と
す

る
）の
重
要
性
、ま
た
、2
0
2
3

春
闘
に
つい
て
、決
意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、田
中
伸
樹
安
全
担

当
部
長
か
ら
、労
使
安
全
会
議
の

内
容
や
待
避
不
良
・
労
働
災
害

等
の
発
生
状
況
、グ
ル
ー
プ
労
組

と
本
社
主
管
部
と
の
意
見
交
換

会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

鉄
道
安
全
考
動
計
画
2
0
2
2
」

が
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
計
画
の
検
証
と
次
期
「
安
全

計
画
」の
策
定
へ
の
提
言
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
や
、工
務
関
係

触
車
事
故
防
止
準
則（
在
来
線
）

の
見
直
し
に
向
け
て
検
証
を
行

う
こ
と
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
う
こ
と
な

ど
が
提
起
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、各
地
本
・
総
支
部
か

ら
は
、安
全
講
話
や
慰
霊
行
動
な

ど
の
実
施
報
告
、グ
ル
ー
プ
会
社

と
の
連
携
に
お
け
る
課
題
や
獣

害
・
雪
害
へ
の
懸
念
に
つい
て
報
告

が
あ
り
、引
き
続
き
安
全
性
の
向

上
に
向
け
て
西
労
組
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

閉
会
し
た
。

 

　

中
央
本
部
は
、2
0
2
2
年
12
月
16
日（
金
）〜
17
日（
土
）に
、琵
琶
湖
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、将
来
の
西
労
組
の
中
心
的
役
員
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
候
補
生
を
対

象
に
、オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
養
成
コ
ー
ス
第
1
回
を
開
催
し
た
。研
修
に
は
、各
地
本・総
支
部
か
ら
の

推
薦
を
受
け
た
受
講
生
11
名
が
出
席
し
、西
労
組
運
動
の
知
見
を
深
め
る
と
と
も
に
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。

ユニオンカレッジ第２０１期
オルガナイザー養成コース
ユニオンカレッジ第２０１期
オルガナイザー養成コース
ユニオンカレッジ第２０１期
オルガナイザー養成コース
ユニオンカレッジ第２０１期
オルガナイザー養成コース

将
来
の
西
労
組
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
　
　
　   

必
要
な
知
識
を
習
得
す
る系

統
を
超
え
た
安
全
性
の
確
保
を

第
２
回
安
全
対
策
委
員
会
開
催

 

女
性
活
躍
に
向
け
た
課
題
を
積
極
的
に
意
見
交
換

J
R
西
労
組
第
16
回
女
性
役
員
意
見
交
換
会

 


